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1　 研究 目的

　全国 の 大学は，第 3 の 改革と称される大規模な改革

を行 っ て い る最 中で ある 。 本研究の 目的は、現在の 改

革が設置者，大学類型，学部等に よっ て 相違があ る か

否か ， あるとすれば どの よ うな特徴が認められ るの か

を明確 にする こ とに ある。第
一
次分析では巨視的な視

点か らの 考察に 主眼をお い たが、そ の 際の 仮説は、中

央集権的 に 画
一

化されて い るとみ られ るわ が 国 の 大学

改革におい て、中央行政主導の 国立大学、地方行政主

導の 公 立大学，市場原理主導 の 私 立大学等 の 設置者 の

相違、あるい は各学部 を機軸に した学問分野の相違は ，

各大学蘇革の 傾 向を少なか らず規定 して い る とみ なす

点に存在する 。

2　 分析枠組み

質問紙による 「大学 の 組織改革 に関する 全国調査 J

を実施するにあた っ ては ， 大学改革に要請 され る 方向，

大学内外 の 社会変動 ， 各種審議会答 申 ， 大学改革調査

等を参考に して、分析枠組みを作成した （表
一 1参照〉。

　第 1 の 視点は社会変動 へ の 対応 で あ り， 左端の 垂直

軸に 示す通り，連携化，社会化 ， 国際化 ， 学際化，情

報化 など 5 っ の概念を設定 した 。 第 2 の視点は ， 行政

レ ベ ル における大学組織改革の 動向 を提示 した もの で

あり、．大学組織 の 高度化、個性化、活性化、生涯学習

化な どで ある。
こ れ らは具体的 に は教育組繊 研翆組

織，運営組織及び社会サ
ービ ス 組織 の 四領域にお い て

濃淡は あ る が具現化 され て い る。さらに第 3 の 視点 と

して は，上述の 視点の 総体として の 大学組織機能 の 信

用性 （ク レ ジ ッ タ ビ リテ ィ）や社会的説明責任 （アカ

ウン タ ビ リテ ィ）で あ り、こ れらは大学自治や自己点

検評価の
一
連の過程によ っ て達成 される 。 大学改革は ，

行政と設置形態あるい は市場 との 対応関係を背景に，

大学自治に よっ て 決定 され る が ， これ らの大学改革を

規定する構造はどの よ うなもの で あ ろ うか 。

表一 1　 大学組織改革の 分析枠組み

大 学組織 の 構造

と機能 レ ベ ル 　　教育組綫

大学組織の 高度化 ・個性化
・
活性化

・生涯 学習化
・

（柔軟化 ）

研究組繊 運営組繕 社会 サ ービス 組織

大

学

内

外

の

社

会

変

動
へ

の

対

応

連携化

社会化

国 際化

学 際化

情報化

運営絽織の 活性化

育組織 の 個性化

究組 鐵の高度 化

会サ
ービス 組繕の 生涯学 習化

人 事組織の 活性化
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表一2 鯛査対象と回収率
大 学 学 部

設置形態 対象大学 有効回答 回収率 対象学部 有効回答 回收率
国立大学

公立大学
私立大学

98 大学
51412

89 大学　　 90B
39　　　　　 76．4
221　　　　　 53．6

319 学部

69648
258学部
48341

80B69
．552
．7

合計 561 349　　　　　 622 1034 647 62．5

　 本研 究で は ， 分析枠組み に基づ い て 次の課題に つ

い て 明らか に した い
。

  社会変動に対応 した各大学 の 改革達成度を ， トッ

　 プの 意識に よっ て 分析する。

  設置者 ・大学分類別 にみ て 大学組織 の 改革 事項 の

　 特徴は どの よ うに相 違するか 。

  学部を単位 と した 専門分野別で は大学組織 の 改革

　事項の 特徴は どの よ うに 相 違す る か 。

  設置者 ・専門分野
・
大学改革の 三者 の 関係構造 に

　は どの ような傾向が認 め られ るか 。

  大学改革 の 事項別 の 関連性 か らみ て 大学改革 の 構

　造は どの よ うに 認 め られるか。

  以 上 の 分析によ っ て ，わが 国の 最近に おけ る大学

　改革の 動向 と課題は何 か 。

3　調査の 方法 ・
対象

・
回収率

　 全 国調査では ， 分析枠組 み に 従 っ て大学用 と学部

用 の A 調査 と B 調 査の 4 種類 の ア ン ケ
ー

トを実施。

A 調査 で は ， 大学 と各学部 レ ベ ル の 具体的 な改革事

項 に つ い て改革 の 有無 の 回答を求め た。B 調査で は

学長 及 び 学部長 を対象 に ， 大 学内外 の 社会変動 に 対

応 した連携化，社会化，国除化 ， 学際化、情報化や

行政政策 に 対応 す る 高度化 ， 儷性化に っ い て 各大学

の 達成 度 に っ い て 回答を求めた。対象 の 大学 ・学部

は 原則 と して 平成 8年版 『全 国大 学
一

覧』 （文部省

高等教育局監修）に 掲載 された もの で ある が ， 新設

お よび設 置審が らみ で 改革で きない 大学 ・学部は除

き、また大学院大学 並び に 独立研 究科は 除い て い る。

質問紙 は 正995 年 6 月 20 日 に 発 送 し，締め 切 り日

は 8 月 20 日で あ っ た。最終 の 回収 数 と回収 率 は

表 一2 の 通 りで あ る 。

　　4．1　 教育粗織の敵革

　，まず ，
こ こ で は四年制大 学を設置者 別に検討 し て

み た。表一 3 は、そ の 結果 を整理 した もの で あ る。

表 の数植は 設置者別 に見 た 5 段階評価 の 平均 で あ る。

全 体的傾向 を要約すれば款 の よ うな傾 向が認 め られ

る 。

  教育に関す る大学間協力は設置者間 の 有意差は認

　 め られ ない が，全体と して改革が最 も推進 されて い

　 ない と認識 されて い る。

  社会 に 開かれた大学教育 の 組織 改革は ，設置者別

　で は 公 立大学 に お い て 改革が 最も推進 され て い る と

　認織 され て い る 。

  大学教育組 織 の 情報 化 へ の 対応 に つ い て は ，改革

　推 進 の 平均 値が最 も高 く，設 置者 別 で は とく に 私立

　大学で 進 ん で い る と 認識 され て い る。

  国際化 ， 学際化に対慈 した教育改革 の 値は、平均

　的 で 設 置者 間 で有意差 は 認 め られ な い 。

表一3 ＝

　　 別 に見た　会　動 と教青組　改革 の 動向

　　 教　　　 育
蓮携化 　社会 化＊　国

組　　 　 繊

　　学際｛匕　　　報｛匕＃

立

立

立

均

国

公

私

平

2．151
．811
．921
．97

3．D43
．062
．72283

2．752442

．702
．68

2．762
．312
．612
．62

z942
．9i3
．oo2
．97

4 　学長の 意 識 か らみ た大学組織改革の 全体 的

　　動 向

カイ2乗検定 組 1 準 料 0．05 準 鰰 0 田 準の 　差。

高得点 ほ ど改革は進捗。

　　 4．2　研 究総織の 改革

　 同様に ，表
一4 は 研 究組織 の 改革 に 関す る各大学

の 学 長の 自己評価で あ る 。 こ こ で の 特徴 を全体的 に

整理 すれば次 の よ うに 要約 で き る だ ろ う 。 す なわ ち、

  大学 間 の 研 究連 携 協力 に 関す る研 究 組織 改 革 で は

　公 立大学に お い て 遅れ て お り，国
・公 ・私立大学を

　含 め た全体の 平均値は 最も低 い 。

  大学 と地域 社会 と の 研 究協 力 に 関す る 組 織 改革 に

　 つ い ては国立
・
公 立

・
私 立大学 の 順 で 推 進 され て い

　る と認識 され て い る。

  研 究組織 の 情報化 へ の 対応 は 全体 と し て の 平均値

　は最 も高い が，設 置者間 で の 有意差 は 認 め られな い e
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  国際 化 ， 学際化に 対応する 研 究組織 改革の 進捗状

　況 は ， 国立，私立，公 立大学の順で有意差が認 め ら

　れ る 。

表
一4 設霞 者別 に見 た社会　勤 と研

応
組緯改革の 動向

　 　 　 　 研　 　 　究　　 　組　 　 　織

　 　 連携化榊 社会 化 ＃ 国　化榊 申 学　化寧　　 報化

育課 程、授 業方 法、学生 の 受 け入れ 、生涯 学習、そ

の 他 の 6 領域にわたる39項 目で あ る 俵
一 6）。

立

立

立

均

国

公

私

平

2．33　　 　 290
1．97　 　　 2．84
2．04　　 2．48
2．11　 　　 262

2、B92
．412
．572
．63

2．93　　　　　3，03
2．44　 　 　 2、34・
2．58　　　　　2．90
2．65　　　　　2．93

カイ2乗検定 亭O．1水準　 紳 0．05水準　 ll ‡O．Ol水準の 有意差 。

高得 点 ほど改 革 は進 捗。

　　4．3　社会サ
ービス 及び管理運営組織の 改革

　社会サ ービ ス 組織に っ い て は ， 大学間 の 連携化 と

大学 と地域 社会 と の 問 の 関係，すな わ ち社会化 に 関

す る組織改革の進捗状況 に っ い て検討 して お きた い

俵
一 5 ） 。

  社会サ
ービ ス に関す る大学 間 の 連携協力は 設置 者

　間で 有意差は ない が ， 全体 として改革はお くれて い

　 る と認識 され て い る。

  地 域社会 に開か れた社会サ
ービ ス の 組織改革は 全

　体 と して 推進 され て い る が，設置者間に お い て 有意

　差は認 め られ な い 。

  運営組織 の 情報化 へ の 対応 は あ る 程 度改革 され て

　 い る が
， 設置者間の 有意差は認 め られ ない

。

表 一5 設置者別に 見た社会サ
ービス と

　　　　 管理運営組織の 改革動向

社会サ
ービス組織 管理運営組繊

連携化　 社会化 情報化

国立

公 立

私立

平 均

2．17　　　 3，05
2、00　　　 3」8
て．97　　　 3，03
2．03　 　 　 3、04

2．712
．782
．782
、75

カイ2乗検 定 相 ．1水準　 mo ．05水準　 褂 CO1 水準の有意差。
高得 点ほど改革 は進嫉。

　なお ，学長 か らみ た大 学 の ア カ ウン タ ビ リテ ィ や

ア イ デ ン テ ィ テ ィ な どの 評価認識に っ い て は こ こ で

は割 愛する 。

5　学部 レ ベ ル の 具体的改革動向

　こ こ か らは先 に 述 べ た ア ン ケー ト調査の うち学部対

象用 A 調 査 の 分析 を行 う。すなわち改革の 全体的進

展 状況やそ れ が 設 置者 ・専 門分 野 に よ っ て ど の よ う

に 異なる か を分 析 し、大 学改革の 構造を考察する 手

が か りを得た い と思 う。 取 り 上げ る 項 目 は 人 事 、教

　　5．t　 全体的傾向

　まず全体的改革動向で あ るが、大 学改革は特定 の領

域に集 中し て 実施 され て い るわけで は な く、各領域

にお い て も項 目ご とに実施率 の 格差が 大 きい 。ただ

し教育課程 の うち専門教育カ リ キ ュ ラ ム に関す る改

革は全 般的 に実施 率が 高くな っ て い る。掴別項 目ご

とに み る と、改革推進委員会 の 設置、シ ラバ ス の 導

入 、専門教育の 必 修 ・選 択 の 見 直 し、専門教育科 目

の 名称 変更 、

一
般推薦入 学選抜制度の 導入 の 実施 率

が 7 − 8 割以 上 と高 い
。 逆 に 補習教 育 の 導入 、放送

大学の 単位認定、任期制導入 、社会経験の 単位認定、

新任教員向け FD 制度 の 導入 、生涯 学習セ ン タ
ー

の

設置、イ ン ブ リーデイン グ回避の 実施率は 1 割以 下 と

低くなっ て い る。

　　5．2　靉置者別 ・専門分野別改革動向

　次に 設置者お よ び 専門分野 ご と の 比 較を 各領域 ご と

に み て み よ う 。 まず人 事 面 の 改革 に 関 し て は 私立大

学お よ び 人文社 会分野 で 実施率 が高 い と い う傾 向が

指摘で きる。教育課程 の うち 当該 学部 外 の 単位認 定

に 関 し て は 保 健分野 の 実施 率 の 低 さが 目 立 ち、そ の

自己完結性 が窺え る 。 授 業改善に 関 し て は国立大学

の 実施率 が高 く、また 専門分野 ご と に み る と 人 文社

会 分野 の 実施 率が 低 くな っ て い る。学生 の 受け入 れ

に 関 し て は私 立 大 学お よび人 文社 会分野 の 実施 率が

高い 。 生涯学習に関 し て は理 工 農お よび教育分野 の

実施率 が高 い
。 そ の 他 の 改革 の 中 で は 、特に 学部 ・

学科等 の 改組 に関 して 国 立大 学 の 実施 率が 高 くな っ

て い る。

6　改革、設置者、専門分野の 関連構造

　 こ れ まで の 分析は 、 諸 々 の 改革動向 を説明す る要因

として、設置者お よび分野 ご とに分析 を行 っ て きた 。

本 分析 で は さ らに 、改革、設置者 、専門分野 の 間 の

関連構造を描き出す こ とを試み よ う。

　　6．1　 分析結果

　大学改革の 動向を設置者、学部の 専門分野 で 説明す

る 場合 、図 1 、図 2 の よ うな理念的 な 関連パ タ
ー

ン

が析出され る こ とが想定 され る （無関連パ タ ーン は

省 略）。
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表
一6 大学改革の 冥 施状況（掌部 レベ ル）

全体 国 立 公 立 私立 人文 社会　理 工 農 保｛建 教 育

人事 女 性教員採用 34223 臼 44 鰰 36 24 39 20林 ＊

外国 人教員採用 29213134 榊 35 27 14 5 緋 ＊

社会人教員採用 25172630 楙 32 20 12 7 鰰

衽期制導入 634 9 ＊ 7 7 4 7

イン ブ リ
ー
ディン グ回避 4324 1 巳 5 5

教育課程 1 他学部の 単位認定 52554251 61 53 27 59 構

（単位認定1 特定大 学との 単位 互換 434 δ 2942 ‡ 50 45 19 48 楙

所属大学 以 外の 単位認定 26272925 24 30 23 25

放送大学の 単位認定 10 9411 10 1； B 9
社 会 経験の 単 位 認定 6548 7 3 3 14 掌

教　課程2 必修
・
選択の 見直し 82797985 86 89 64 B4 ＊零＊

（専 門教育 科目の 名秣変更 72695375 零 72 80 62 73寧

カリキュ ラ ム ） 科 目区 分 の 見直し 5δ 514262 寧‡ 60 56 53 46

手媚 の 単位 計算見直し 53525254 　 ｝
49 6｝ 55 64 樽

特 色 ある科 目の 設 定 40442539 ＊＊
【 37 32 62 50 榊

その 他の カリキュ ラ厶 改革 4 543 　　 1 4 4 6 2

授業改善 シラハ ス の 導 入 86go6985 桝 181 93 爭6 ε6 楙

セメス ター制 の 導 入 43514837 判 畔 40 54 32 52 榊

学生による授業評価 34371534 緋 26 44 41 32 桝

補習 教育の 導入 101249 料 3 23 16 9 楙

転妊 教員向けFD の 制度化 5 4G ア林 5 5 7 2

学　の 受け 入 血
一
般 薦入学選掻 71615B80 ヰ＃ 76 フ3 59 7鼠寧＃

海外 子 女選抜 5δ 484264 楙 67 58 3書 36 率群

社 会 人選 抜 41284050 ＊＊＊ 58 33 13 16 ホ＊＊

飛び 級の 導入 3（コ 422721 楙 23 56 21 18 楙

編 入 学 甬 定 員枠 2δ 271526 31 29 12 9 桝

繊業科出身学 生の 特別枠 192319 卩 20 33 1 25 桝

一
芸
一

能 入試選 抜 塗83431 宰零＊ 25 14 6 9 楙

生 涯 学習 公 開 讚座 の 黼 催 55655247 ＊＃ 48 63 51 82 ＃ 寧

リカレン ト教育制度 ⊇31517 ！2 12 17 10 1B ‡

リフ レッシ ュ 教育制度 斜 180 7 宰牌 9 19 4 18 ヰ 料

生涯 掌晋 セン タ
ー

設 置 5 210 7 宰＊ 6 3 5 11

その 他 改革　進の 特別委員会 91B5lQO96 牢緋 96 B4 9B 91 率

数員所 属 組 繕 の改革 45613025 ＃ ヰ 40 55 26 70 林 ホ

外部との 共同 研究絹織設置 43452942 12 言8 ア 49 鰰

学 科の 改組再編 41623626 ＊榊 32 67 1δ 56 ＊＊宰

学部 の 改組再編 37533225 桝 33 55 24 32＊軸

学 生 所属 組 織の 改 革 32353630 34 35 3δ ヨ5

大学院設 置形 態の 変更 1627o10 ＃ 10 34 13 2 辮

※ 表 申の 数値はそれ れ の 改革等につ い て 、実施した」あるい は 設置した」と答えた割台   6）。
カイ2乗検定 IO ．1水 準 　 ＃＊O、05水 準　 紳 ＊001 水 準 の 有意差。

で は 、個 々 の 改革が どの パ タ
ー

ン で説 明 され る の か

を、ロ グ リ ニ ア 分析に よ っ て 確認 し て い こ う。

　 6 つ の 領域に わ た る 39項 目 の 改 革をA1〜A39 （Ai）

と し、設置者 を B、専門分野 を C と し て ロ グ リニ ア 分

析 を 行 う揚 合 、図 1 〜図 2 の 理念型 で 表 現され た 改

革 、設置者 、専門分 野 の 問 の 関係は 以 下 の よ うに 表

され る。

図 1 、図 2 の よ うな関連性 が 見られ な い 場 合 、す な

わ ち 、改革 の 動 向 が設 置者 、学部 の 専 門分 野 か らは

独 立あ る よ うな場 合 は ［Ai］と表 され る。

　※ 設 置 者 と学 部 の 専 門 分 野 との 関 係 ［巳⊂］に つ い て は 省略 して あ る 。

　で は 、諸 々 の 改革は どの よ うな関連パ タ
ー

ン で 説

明 され る の か 。以 下 、分析結果を概観 し て み よ う。

図 1 ＝［AiBl ［AiC ｝（設 置者、学部の 専門分 野 は そ れ

　ぞれ 独立 に 改革 と関連が あ る 。 ど ち ら か
一

方 しか 関

　連 が 認め られ な い 場合 もあ る 。 す なわ ちそ の ときに

　は CAiB］か 〔AiC｝の ど ち らか が成立 す るの み ）

図 2 ＝〔A・BC］ （改革は 、設置 者、学部の 専門分 野

　の 交互 作用 効果で ある）
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図 1 〈 設置者 と分野 が独立に 改革 と関連〉

　 ※ 　 ど ちか ら
一

方 し か 関 遷 が 認 め ら れ な い こ と も あ る

　分 野イ　 　　分野 ロ

図 2 〈 交互 作用〉

　　［ABC］濯を置者、学窃の 弓「戸ケ分穿 の 交．互糊 効粟 で

　あ 5改革

　改革 の 実施〆非実施が、設置者、学部の 専門分野 の

交互作用効果で あ る よ うな改革は 、社会人教員の 採

用 、セ メ ス タ ー制 の 導入 、一般推薦制度、社会人選

抜、学部独 自の 公 開 講座 の 設置 、学部の 改組再編、

学科の 改組再編、教員所属組織の構成単位の 改革が

あげ られ る。

　 ・〔AB］〔ACユ；設置「者、　学部の評 グ分野ジざ換立 ’ご影 響

を与え でい る改峯：

　i の モ デ ル で 説 明 で き る 改革が も っ と も多 く、教

員人事 関連が 2 （イ ン ブ リ
ーデ ィ ン グ回避 、女性教

員採 用） 、教育課程 関連が 1 （特定大学 との 単位互

換協定） 、授業 改善が 2 （学生 に よ る 授業評 価 の 導

入 、補習教育の 導入 ） 、学 生 の 受け入れ関連が 3 （編

入学用 定員枠の 確保 、
一

芸
一

能入試 の 実施、海外子

女選 抜 の 実 施）、生涯 学習関連が 1 （リ フ レ ッ シ ュ

教育制度 の 導入 ）で あ る。そ の 他 、大 学院 の 設置 形

態 の 変 更 、外 部 と の 共 同研 究組織 の 設 置 が こ の モ デ

ル で 説 明で きる。

・〔AB］’謖置蓍で 説 男 で きる改革

　ク ロ ス 表で 見 た 場 合 に は、設置者に よ っ て 説 明で き

る改革 が か な り多 くあ っ たが 、本分 析 によれ ば、設

置者 の 違 い の み で改 革動 向が 説明 で きる もの は、任

期制 の 導入 、科 目区分 の 見直 し、FDの 制度化、学部

独自の 生涯 学習セ ン タ
ーの 設 置、改革関連委員会の

設置が あげ られ る。

・［AC〕’学部 の 車戸ダ分 野 で説鍔 で き る改革

　学部の 専門分野 の みで ある程度説明で きる改革 は主

に 、我 々 が教育課程 と括 っ た諸改革 （他学部 の 単位

認定 の 実施、専門教育科 目の 必修 ・選択科 目の 見直

しの 実施 、専門教育科 目の 名称変更の 実施 、奪門教

育科 目 の 単位計算見直 し の 実施、特色ある科 目の 設
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

置）に 見られ る 。 こ れ ら教育課程関連 の 改革は 、設

置者を越 えた 、学部独 自の 改革が取 り組まれて い る

と見な し う る。 しか し 同 時に 設 置者 、学部 の 専門領

域 で は説 明 で きな い 改革 もあ る の で なお詳細 な検討

を要す る。

・［AL 設趣
【

孝．学細 の 靭 分野 で な説男 で きな い 改」茸

　学生 の所属組織の 改革 、放送大学の 単位認定の実施、

所属大学以外 の 単位認 定 の 実施、社会経験 の 単位認

定 の 実施 、リカ レ ン ト教育制度の 実施 な ど は 、設置

者 、学部 の 専門分 野 に よ る傾 向を見 い だ せ な い
。

　 　6．2　 ま とめ

　以上、改革、設 置者 、学部 の 専門 分野間 の 関連構造

を 見 て き た。そ し て 偲 々 の 改革 の ほ と ん どが 、設置

者 、学部 の 専門分野 と関連が あ る こ とが確認 された。

そ うした中 で 特 徴的 な傾 向 と して 取 り出せ る の は 、

教育課程 関連 の 改革に つ い て で あ り、ほ ぼ どの 改革

に つ い て も設置者 よ り もむ し ろ学部 の 専門分野 と の

関連性が認 め られ た。

　 楽 六会 当 日の 発 衰 で ほ ，中 央 ／ 塘 方 、“ 究 ／ 非 研 究 な どの 大￥ 分 纂 も考 慮

に入 れ た 分忻 も行 う．ま た ，こ れ ま で の 分 析 は 、鱈 t・の 改 革 の 動 向 を 把 殿 し，

観胴す る分析 で あ っ た が 、どの 改革 とどの 改革が遅携
・
平行 し て行わ れてい る

の か に つ い ての 分斫．すな わ ち蕗改 革の 関遷構造 を袖出 す る分析 に つ い て も大

会 当 庭資 料 等 に基 づ い て覚 棄 す 6．

一一52一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


